
R 科応援 

寒河江工高 電子機械科(Ｒ科)は長年マイコンカーを教材として取り組んでおり、主に

Camera Class と Basic Class マシンを製作しているとのことです。毎年 2 月校外での独

自大会を開催しており、寒河江市報掲載されるなど大いに盛り上がっています。今年度はマ

イコンカー山形県事務局も担当していることから、A Class 製作を希望する生徒もおり、

今回は R 科の応援で 1 次完成したマシンの動作確認をしました。 

マシンは情報技術科同様、R8c/35a マシン(基板マイコンカー)です。 

 

動作結果 

 ・不具合点 

R8c/35a 増設 LED 不備   (抜け) 

ボード改造不備            (D7 に 4.7kΩ抵抗取り付け)  

左前輪取り付け不備        (ジュラコンスペーサ抜け) 

  前輪取り付け方法不備      (ダブルナットで締める) 

    モータ正転,逆転反対    (端子交換) 

  センサアーム取り付け不備  (ナイロンナット使用へ) 

  ロータリエンコーダ不備   (ハンダ不良?) 

 



 ・動作確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)LED のテスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)スイッチのテスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OK 

SW4,SW3, 

SW1 ＯＫ 

SW2 × 



5.ロータリエンコーダ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.ボリューム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.アナログセンサ基板 確認ＯＫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不具合発生 

OK 

OK 



8.モータテスト 確認ＯＫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状まとめ 

 ロータリエンコーダ，SW2 以外は問題ないようです。 

 

不具合対策 

マザーボード製作での不備あり 

「基板マイコンカー製作キット Ver.2 組み立てマニュアル」35～36P. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不要 

不要 

OK 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この変更で、動作確認全てＯＫとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

・サンプルプログラムでトレースする前に 

 (1)アナログセンサの値確認 

 

(2) ボリュームの値確認  「基板マイコンカー製作キット Ver.2 プログラム解説マニュアル」86P. 

 

ハンドルまっすぐ時、ボリュームの値が 2.23Ｖ付近になるよう軸を調整して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジャンパー渡す 

抵抗から 

ジャンパーへ 

メモ R8C/35a 書き込み手順 

1.USB 接続 

2.スライド SW を書き込み側に倒す(USB コネクタ側) 

3.CPU 電源 ON  

この段階で CPU ボードの赤 LED が 2 個点灯し通信可能となります。 



(3) Kd,Kp の値 「基板マイコンカー製作キット Ver.2 プログラム解説マニュアル」89P. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここが 

まくいけば 

必ず走れます。 



(4) その他 「基板マイコンカー製作キット Ver.2 プログラム解説マニュアル」111P. 

 

配布サンプルプログラムには、servoControl2(),車線変更ルーチンも追加されています。 

ここからは各自のマシンにあわせ調整して下さい。 

 

 

 


